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戦略的変革と変革の方法論を採用することで、クラウド投資
収益率を加速する
Melanie Gladwell と Scott"、Amazon Web Services (AWS)

2024 年 11 月 (ドキュメント履歴)

クラウドトランスフォーメーションの成功は、テクノロジーの実装をはるかに超えています。実際、
テクノロジーの実装は、テクノロジーを運用するために組織を形作って形成する方法と比較して、
多くの場合、より簡単なタスクと見なされ、クラウド価値の達成に最も成功します。サーバーの移
行、コンタクトセンターの運用、生成 AI の活用、データセンターの終了はすべて、ビジネス、ワー
クフォース、財務、働き方に実質的な影響を与えます。クラウドトランスフォーメーションの影響は
組織全体に波及し、人材や文化に影響を与え、その影響を受けます。組織は、従業員と運用モデルを
ビジネス目標に合わせることで、組織がクラウドの価値をどのように運用するかを変えることで、ビ
ジネス成果を加速しています。

AWS には、さまざまな業界のクラウドトランスフォーメーションジャーニーで企業を導いた長年の
経験があります。この経験から、AWS は、組織にとって最大の課題は、自社の文化、運用モデル、
働き方を進化させ、ビジネスの成長にクラウドをうまく活用する方法であることを発見しました。

この記事は、クラウド導入のリスクにさらされている価値を探索し、トランスフォーメーションを加
速し具体的なビジネス価値を向上させるためのベストプラクティスを理解し、クラウドジャーニーを
最適化するために最初から最適なエンタープライズトランスフォーメーション方法を決定するのに役
立ちます。ビジネスと戦略、財務運用 (FinOps)、人材と文化、クラウド運用の 4 つの重要な柱に焦
点を当てています。この記事では、業界調査、カスタマーサクセスストーリー、および が AWS ク
ラウドジャーニーを通じて組織をガイドしてきた豊富な経験からインサイトを引き出します。

クラウドトランスフォーメーションのビジネス推進要因
2027 年までにデジタルトランスフォーメーションに 4 兆ドルが費やされると予測されているにもか
かわらず、1 トランスフォーメーションの 70% 以上が望ましい成果を達成できません。2 企業は、急
速にイノベーションを起こすという大きなプレッシャーにさらされています。 カスタマーエクスペ
リエンスの向上 運用効率の向上 成長を推進し、 しかし、「...テクノロジーが洗練されている間は、 
テクノロジーのデプロイは、クラウドが提供するすべての利点を最大限に活用するために組織を形
作って形成する方法と比較して、おそらく課題が少なくなります。」3

クラウドコンピューティングの可能性を最大限に引き出すには、サーバーの移行、コンタクトセン
ターの運用、生成 AI の活用、データセンターの終了だけでなく、ビジネス、ワークフォース、財

クラウドトランスフォーメーションのビジネス推進要因 1
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務、働き方に実質的な影響を与えます。2023 年の調査 4 では、新しいテクノロジーの導入時に文化
中心の変更に重点を置かないトランスフォーメーションの 88% が、3 年後に持続的なパフォーマン
スの向上に失敗したことを示しています。さらに、3,000 人以上の CxOs、クラウドトランスフォー
メーションを成功させるための上位 3 つの障壁は、クラウドスキルの不足、IT とビジネスの不一
致、組織変更の複雑さの管理不足であると述べています。5

クラウド価値の実現を開発するには、組織が機能する方法、つまり事業成果の共有に向けて部門横断
的に作業する方法、製品の構築とリリース、変化への適応、継続的な改善のための整理に大きな変
更が必要です。2028 年までに、クラウドコンピューティングは利点ではなくビジネス要件となるで
しょう。6 企業は、長期的な価値への転換点に達しつつあります。ただし、まず IT 中心性を低下さ
せ、障壁を克服するためのビジネス主導のアプローチを取り、文化、組織、投資戦略、働き方、改革
リーダーシップにおける運用モデルの変化に最初から取り組む必要があります。

テクノロジーが証明している限り、リーダーシップ、人材、文化、運用モデル、ビジネス戦
略、FinOps (ガバナンス) という 6 つの手段を優先してクラウド価値を加速するプログラムフレーム
ワークへの投資

• クラウド投資の価値の 6 倍を前進させる

• 1.9 倍の高速移行をレポートする

• 2.2 倍のコスト削減、コラボレーションの強化、イノベーションの向上、従業員とカスタマーエク
スペリエンスの向上を実現7

AWS エンタープライズトランスフォーメーションプログラムは、end-to-endデジタルトランス
フォーメーションのための規範的なビジネス主導のアプローチを提供します。トランスフォーメー
ションの成功のトップブロック要因に対処し、価値へのスピードを加速します。このプログラムで
は、リーダー、ワークフォース、文化、クラウド運用モデル、FinOps をビジネス戦略と目標に合わ
せることで、クラウドの価値を運用する方法に関するガイダンスを提供します。このプログラムは、 
AWS クラウド導入フレームワーク (AWS CAF) のビジネス、人材、ガバナンス、運用の観点にも合
致しています。

重要な値

クラウド導入を成功させることで組織が活用できる潜在的な価値は巨大であり、迅速に行動する組
織は、この機会のより大きなシェアを捉えることができます。クラウド最適化の手段とビジネス価
値のユースケースを評価した 2024 年の研究では、2030 年までに フォーチュン 500 企業全体の金利
前利益、税金前利益、償却前利益 (EBITDA) が 1 兆ドルを超えると見積もられています。8 テクノロ

重要な値 2
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ジー、ガス、小売、医療システム、サービス、保険、銀行セグメントは、EBITDA の平均上昇率が 
20% を超えると、最も価値を生み出す可能性があります。

ただし、この値をキャプチャすることは簡単なタスクではありません。成功したと見なされる変換で
も、クラウド変換が達成できた可能性のある最大財務上の利点の平均 67% しか実現できません。 と
損失の大部分 (45%) は、ターゲット設定と計画段階で発生します。 プログラムが開始する前でも 9

より多くの価値を捉える方法は、ビジネス主導のアプローチを取り、新しい働き方を運用して、実装
の完了後も長く維持できるようにすることで、変革のタイムラインを短縮することです。

この価値実現のギャップは、クラウドトランスフォーメーションとその組織全体の変化に対する包括
的で構造化されたアプローチの必要性を強調しています。このアプローチでは、組織の戦略的、運用
的、財務的、文化的側面に対処し、結果を 700% (米国では 800%) 改善できます。10

―

1 新しい IDC 支出ガイド (IDC、2024 年 5 月) によると、デジタルトランスフォーメーションへの世
界支出は 2027 年までに約 4,000 ドルに達すると予測されています

2 長期的影響の変換を実装する方法 (McKinsey & Company 調査、2023 年 5 月)

3 AWS re:Invent 2022 基調講演、Adam Selipsky

4 長期的な影響に対する変換を実装する方法 (McKinsey & Company 調査、2023 年 5 月)

5 Kent McMillan による組織設計の中心にあるデジタルコア (Accenture ブログ記事、2023 年 9 月) 
McMillan

6 「2028 年までにクラウドがビジネスニーズになると言う」(2023 年 11 月のガートナープレスリ
リース)

7 Kent McMillan による組織設計の中心にあるデジタルコアから翻案 (Accenture ブログ記事、2023 
年 9 月)

8 クラウドの兆ドルの賞品が獲得可能 (McKinsey Quarterly、2021 年 2 月)

9 クラウドへのレース: 変曲点に到達して長い期待値に達する (Accenture 研究レポート、2023)

10 変更管理の成功 (Prosci)

重要な値 3

https://www.idc.com/resource-center/press-releases/worldwide-spending-on-digital-transformation-is-forecast-to-reach-almost-4-trillion-by-2027-according-to-new-idc-spending-guide/
https://www.idc.com/resource-center/press-releases/worldwide-spending-on-digital-transformation-is-forecast-to-reach-almost-4-trillion-by-2027-according-to-new-idc-spending-guide/
https://www.mckinsey.com/capabilities/implementation/our-insights/how-to-implement-transformations-for-long-term-impact
https://www.youtube.com/watch?v=Xus8C2s5K9A
https://www.mckinsey.com/capabilities/implementation/our-insights/how-to-implement-transformations-for-long-term-impact
https://www.accenture.com/us-en/blogs/business-functions-blog/organization-design
https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2023-11-29-gartner-says-cloud-will-become-a-business-necessity-by-2028
https://www.accenture.com/us-en/blogs/business-functions-blog/organization-design
https://www.mckinsey.com/capabilities/mckinsey-digital/our-insights/clouds-trillion-dollar-prize-is-up-for-grabs
https://www.accenture.com/us-en/insights/cloud/cloud-outcomes-perspective
https://www.prosci.com/change-management-success
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AWS エンタープライズトランスフォーメーションフレーム
ワーク
AWS エンタープライズトランスフォーメーションフレームワークは、企業がデジタル製品やサービ
スを利用するにつれて、最上位の成長を促進し、収益性を高め、価値実現までの時間を短縮する実
行可能かつ実用的な戦略を開発するように設計されています。このフレームワークは、業界に依存し
ず、グローバルに関連します。企業の独自のクラウドジャーニーとビジネス目標に合わせた実証済み
の診断、評価、アクセラレーター、経験的学習方法を通じて、クラウド価値の成功に対する最大の障
壁に包括的に対処することで、組織の勢いを構築します。

フレームワークを統合アプローチで適用すると、ビジネスと戦略、FinOps、オペレーション、人
材と文化の 4 つの変革機能の柱にわたってビジネス成果のペースと規模が向上します。これらの柱
は、不明確なクラウドビジネス戦略と目標、文化的な衝突、IT 部門とビジネスユニットの切断、不
明確な財務戦略、生成 AI などの新しいテクノロジーが人、プロセス、テクノロジーに与える影響な
ど、クラウド導入に対する一般的な障壁に対処します。

このフレームワークは、デジタルトランスフォーメーションが財務オペレーション、働き方、運用
モデル、ビジネス戦略、文化 (移行、データセンターの廃止、end-to-endの変革イニシアチブ、テク
ノロジー実装など) の変化を引き起こす場合に適用されます。高い在職期間を持つ企業、長期にわた
る従来の働き方を持つ企業、将来の世代の人材を惹きつけるのに苦労している企業は、このフレーム

4
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ワークから大きなメリットを得られます。(例としては、コンタクトセンター、SaaS 変換、生成 AI 
などがあります）。

これらの機能の柱は 4 つの同時ワークストリームとしてデプロイされ、エグゼクティブレベル、プ
ロジェクト管理オフィス (PMO) またはトランスフォーメーション管理オフィス (TMO) によるエン
タープライズレベル、およびプログラムレベルで包括的なエンゲージメントが行われます。エンター
プライズトランスフォーメーションフレームワークを適用すると、成果を加速し、ビジネス目標をサ
ポートするアクションに優先順位を付け、プログラムによる改革導入フレームワークを適用して価値
実現までの時間を短縮し、新しく持続可能な働き方でビジネスを変革するための基盤を確立できま
す。

ビジネスと戦略の柱

この柱は、クラウドを使用して戦略的成果とビジネス価値を達成するための計画を策定することに重
点を置いています。この柱では、次のことを行います。

• ビジネス目標から戻り、希望する価値提案を定義して絞り込むのに役立つように設計された方法論
を使用します。

• 価値提案を測定可能なビジネス成果に分解します。

• ターゲットの状態を定義し、戦略、ビジネスケース、ロードマップを強化して、企業価値を最大化
します。

FinOps の柱

この柱では、企業および IT の財務レポートに沿ったクラウド資産の財務面を管理します。この柱で
は、次のことを行います。

• 一般的な財務言語を定義し、包括的な FinOps ロードマップを作成します。

• 迅速な消費分析を実施し、無駄な支出とコスト回避を削減し、コスト最適化のためのテクノロジー
をデプロイします。

• 自動化されたプロセス、予算編成、予測を設計および実装し、単位経済主導のビジネスプロセスと
レポートを確立します。

ビジネスと戦略の柱 5
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オペレーションの柱

この柱は、クラウド運用モデルとクラウド運用の進化と成熟、運用の耐障害性の開発に焦点を当てて
います。この柱では、次のことを行います。

• 戦略の実行に合わせて、運用能力の成熟度ベンチマークとトポロジの演習を実施します。

• 適切な領域で適切なタイミングで成熟度を高めるメカニズムを構築し、AWS クラウド運用モデル 
(COM) フレームワークなどのメカニズムを活用してクラウド運用戦略とロードマップを開発しま
す。

• クラウド運用プレイブックを設計し、サービス価値主導型の運用能力の成熟度を高めます。

人材と文化の柱

この柱には、継続的な学習、 イノベーション、デジタル流暢さ、適応性をサポートするために進化
する組織文化が含まれます。この柱では、次のことを行います。

• 部門横断的な IT リーダーとビジネスリーダーを調整して動員し、チームが決定、行動、イノベー
ションを行う方法の変化を推進します。

• AWS Organizational Change Acceleration (") の 6-Pointフレームワークを適用することで、クラウ
ド人材の育成、迅速なイノベーション、迅速な製品提供、組織の適応性の向上を実現する新しい機
能を開発します。

• 永続的な変更を行うために必要な基本的な変換機能をスケールします。

オペレーションの柱 6

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/strategy-cloud-operating-model/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/strategy-cloud-operating-model/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/strategy-ocm/
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AWS エンタープライズトランスフォーメーションプログラ
ム

AWS エンタープライズトランスフォーメーションプログラムは、クラウドジャーニーのライフサイ
クルに従い、 AWS 顧客や業界から学んだベストプラクティスと教訓に基づいています。このプログ
ラムは、現在までの組織のクラウドトランスフォーメーションの成功に合わせて固定され、調整され
ています。 AWS エンタープライズトランスフォーメーションフレームワークを使用して、IT 部門と
事業部門間の組織的な連携を確立し、ビジネス戦略、文化、人材、運用、クラウド財務管理のベスト
プラクティスとメカニズムを適用します。

プログラムを成功させるには、測定可能な主要業績評価指標 (KPIsを使用して強固な基盤を設定する
ことが重要です。プログラムは、優先順位付けフェーズから始まります。このフェーズでは、迅速な
トランスフォーメーション準備状況の発見を行い、戦略的プログラムのビジネス目標と大まかな計画
を作成します。その後、準備フェーズが続きます。このフェーズでは、実験を通じて計画を検証し、
成功パターンを特定し、詳細なロードマップを作成します。これにより、ロードマップを実装し、
新しい作業方法を運用する有効化フェーズに進みます。次に、トランスフォームフェーズに移行しま
す。このフェーズでは、成功パターンをレプリケートしてスケールし、持続的なイノベーションのた
めの永続的なデジタル文化機能を構築します。

次の図は、 AWS エンタープライズトランスフォーメーションプログラムを示しています。
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この図に続く以下のセクションでは、各フェーズについて詳しく説明します。

• フェーズ 1: 優先順位付け — パスを定義する

• フェーズ 2: 準備 – 準備と考案

• フェーズ 3: 有効化 — 組織の能力とキャパシティを構築する

• フェーズ 4: 変換 — 新しい作業方法をインキュベーションしてスケールする

フェーズ 1: 優先順位付け — パスを定義する

このフェーズでは、組織変革の準備状況の迅速な発見、リーダーとビジネスの優先順位を調整するた
めのインタラクティブなセッション、変革戦略、重要な価値、高レベルのロードマップを策定するた
めのセッションを設計します。これは次の図に示されています。

フェーズ 1: 優先順位付け — パスを定義する 8
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このフェーズが終了するまでに、組織は変革ジャーニーの強固な基盤を確立し、ロードマップを文書
化します。ビジネスの優先順位が設定され、ビジネス価値、財務オペレーション、クラウド運用モデ
ル、文化、人材を含む変革準備状況の発見が完了し、高レベルの変革戦略とロードマップが構築され
ます。

主なアクティビティ:

• 基盤を設定し、KPIs を使用して統一されたビジネス目標を決定します。

• AWS トランスフォーメーション準備診断を使用します。これは、企業トランスフォーメーション
のベストプラクティスと組織の能力に照らして企業をベンチマークし、クラウドから価値を引き出

フェーズ 1: 優先順位付け — パスを定義する 9
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す機会を発見するのに役立つツールです。(このツールの詳細については、AWS プロフェッショナ
ルサービスチームにお問い合わせください）。

• ビジネス戦略と財務戦略を確認します。

• リーダー、クラウド運用モデル、財務管理機能をビジネスの優先順位に合わせることで、戦略的目
標状態への道筋を定義します。

• 変換プランを定義します。

フェーズ 2: 準備 – 準備と考案

このフェーズでは、経験ベースのメカニズムを使用して高レベルのトランスフォーメーション戦略と
ロードマップを活用し、検証することに焦点を当てます。また、チームを動員して、ビジネス計画の
迅速化、実験の実施、新しい作業方法の開始、人と運用をビジネス目標に合わせる、最初の成功を実
現する、詳細なトランスフォーメーション戦略とロードマップを定義することに焦点を当てます。こ
れは次の図に示されています。

フェーズ 2: 準備 – 準備と考案 10
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このフェーズが終了するまでに、組織はクラウドリーダーシップ機能を確立し、戦略とロードマップ
を検証します。 チームは新しい働き方で動員され、ビジネスの優先順位がテストおよび検証され、
クラウドリーダーシップ機能が確立され、クラウド運用モデルが決定され、成功パターンが特定さ
れ、FinOps 言語が設計され、最小限の愛すべき製品 (MLPs) または概念実証 (PoCs) が開発され、デ
ジタル文化が段階的に進化し始めます。検証済みの変換戦略と詳細なロードマップが構築されます。

主なアクティビティ:

• 経験ベースのメカニズムを使用して、製品チームがアジャイルな考え方と働き方を実現できるよう
にします。

• クラウド運用モデルを検証し、リーダーとチームを動員します。

• 実験を通じて準備を整え、成功パターンを特定し、最初の成功を実現します。

フェーズ 2: 準備 – 準備と考案 11
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• MLPsし、スケーリングの成功に備えます。

• トランスフォーメーション準備診断 ツールを使用して、成長を測定し、戦略を絞り込みます。

• 詳細な変換計画とロードマップを定義します。

フェーズ 3: 有効化 — 組織の能力とキャパシティを構築する

このフェーズでは、詳細なトランスフォーメーションロードマップを実装し、トランスフォーメー
ションの導入を高速化することで、組織の容量と能力を構築し、成功パターンをレプリケートするこ
とに重点を置いています。このフェーズでは、AWS 「" 6-Point Framework」、「ビジネスケースの
評価」、「Cloud Operating Model Maturity Framework」、「ゲームデーメソッド」、「Experience-
Based Acceleration (EBA)」などのメカニズムを使用します。有効化フェーズを次の図に示します。 

フェーズ 3: 有効化 — 組織の能力とキャパシティを構築する 12
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このフェーズの終わりまでに、組織は詳細な変革ロードマップを実装することで、基本的なデジタル
能力を確立しました。 スポンサー、リーダー、ワークフォースは、関連する意思決定の運用におけ
る各自の役割を理解しており、すべてのチームは特定されたビジネス目標に沿って作業しています。

主なアクティビティ:

• 期待されるメリットを得るために、ビジネスケースを再検証します。

• 実験的な作業メカニズムと実験計画を引き続き使用して、新しい考え方、決定、行動、イノベー
ションの方法を組み込みます。

• クラウド運用、FinOps プロセス、変更影響計画、文化の変化を最適化します。

• IT およびビジネス機能全体で作業を継続します。

• 成功パターンを拡大します。

• トランスフォーメーション準備診断ツールを使用して 、成長を測定し、戦略を絞り込みます。

• 検証済みのコスト削減または価値生成と収益生成の可能性を備えた詳細な変革ロードマップ計画を
実装します。

フェーズ 4: 変換 — 新しい作業方法をインキュベーションしてス
ケールする

このフェーズでは、スケールする成功パターンのレプリケート、永続的な機能の構築、パフォーマン
ス KPIs と期待の再優先順位付けと強化、変革ロードマップからの出力に基づく大規模な運用に焦点
を当てます。リーダーは、文化的変化が確実に維持されるように、ユースケースと事業部門の迅速な
成果を最もよくレプリケートする手法とフレームワークの所有権を持ちます。このフェーズを次の図
に示します。

フェーズ 4: 変換 — 新しい作業方法をインキュベーションしてスケールする 13
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このフェーズの終わりまでに、組織は変革リーダーシップの流暢さを確立し、クラウド運用モデルを
成熟させ、永続的なデジタル文化能力を開発し、ワークフォースを変革し、機械化された継続的な改
善、洗練された KPIs、標準化されたクラウドの働き方を実現しました。

主なアクティビティ:

• 持続可能な新しい働き方を推進し、文化を強化し、ビジネスの連携を維持するクラウド運用モデル
を改良してスケールします。

• 専門的な成長と定着のための KPIs とインセンティブを調整します。

• ビジネス成果を定期的に検査します。

• 変化の導入を維持するために、日常業務に AWS " 6-Pointフレームワークを埋め込みます。

フェーズ 4: 変換 — 新しい作業方法をインキュベーションしてスケールする 14
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• スケーリングの成功パターンを複製し、持続的なイノベーションのための永続的なデジタル文化機
能を構築します。

• トランスフォーメーション準備診断ツールを使用して、成長を測定し、戦略を絞り込みます。

• トランスフォーメーションロードマップを日常業務に移行します。

フェーズ 4: 変換 — 新しい作業方法をインキュベーションしてスケールする 15
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ベストプラクティス

以下のベストプラクティスは、 AWS がクラウドジャーニーを通じて組織をガイドしてきた豊富な経
験と、業界調査やカスタマーサクセスストーリーに基づいています。これらのベストプラクティス
は、クラウドトランスフォーメーションのペースと価値の向上に役立ち、プログラムで適用されたト
ランスフォーメーションロードマップに組み込み、組織のbusiness-as-usual運用モデルに組み込む
必要があります。これらのベストプラクティスは、 AWS エンタープライズトランスフォーメーショ
ンプログラムで目立つように紹介されています。

野心的でありながら達成可能なターゲットを設定する

• トランスフォーメーションを成功させる上で最も重要な要因の 1 つは、野心的でありながら達成
可能な目標を設定することです。トランスフォーメーション目標を後続の収益の 75% 以上に設定
した企業は、大きすぎる総株主収益を得る可能性が高くなります。1 高い期待値を設定すること
で、組織は切迫感を醸成し、チームが並外れた成果を達成するように動機付けます。

• 同様に、これらのターゲットが、ビジネス機会と潜在的な価値を包括的かつ事実に基づいて評価し
ていることを確認することも重要です。 AWS エンタープライズトランスフォーメーションプログ
ラムは、ビジネス目標を検証し、改善の機会を特定し、詳細なトランスフォーメーションビジネス
ケースを策定するための徹底的な発見プロセスを実施することの重要性を強調しています。

部門横断的なチームを編成して権限を与え、クラウドリーダーシップ機能を確立する

• クラウドトランスフォーメーションを成功させるには、部門横断的な IT チームとビジネスチーム
間の緊密なコラボレーションと調整が必要です。これらの部門横断的なチームは、変革の取り組み
を推進し、意思決定を行い、障害を取り除くことができます。変革イニシアチブをビジネス目標と
整合させ、潜在的な影響に基づいてイニシアチブを優先順位付けし、組織全体の効果的なコミュニ
ケーションとコラボレーションを確保する責任があります。

• AWS エンタープライズトランスフォーメーションプログラムは、IT、財務、運用、ビジネスユ
ニットなど、さまざまな部門のステークホルダーをまとめる、部門横断的なクラウドリーダーシッ
プチームの作成を促進します。この関数は、組織がクラウドを使用してどのように考え、決定し、
行動し、革新するかの変化への導入を促進する上で重要です。

イノベーションと実験の文化を育む

• 文化とは、組織内で物事を行う方法です。文化とは、意思決定、作業の完了、永続的な変更の採用
方法です。クラウド導入を実装する場合、クラウドから戦略的価値を運用するには、文化を段階的
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に変化させる必要があります。これには、ウォーターフォールからアジャイルな作業への移行、ア
クセス許可ベースの意思決定から体系化されたベストプラクティスによる自律的な意思決定、失敗
への懸念からイノベーションの実験、コスト削減から価値創出への移行が含まれます。

• AWS エンタープライズトランスフォーメーションプログラムは、クラウドの流暢さを構築し、新
しい作業方法を運用し、早期の成功を示す最小限の愛すべき製品 (MLPs) を提供するために、没入
型のトレーニングと実験セッションを実施することの重要性を強調しています。

経験学習メカニズムを適用する

• 経験的学習は、クラウドの導入におけるゲームチェンジャーです。これは、ワークフォースが新し
いデジタルスキルを開発し、問題を解決し、知識を保持し、適切な意思決定を行う自信を高めるの
に役立つためです。これには、チームが貴重なスキルを構築し、考え方を進化させるための実践的
な経験と実際のシナリオが含まれます。実験を奨励し、成功と失敗の両方を祝うことで、組織は変
化を受け入れ、継続的な学習を促進し、イノベーションを促進する環境を作成できます。

• AWS は、没入型演習、共同クラスルームトレーニング、ロールマッピングなど、さまざまな経験
ベースのメカニズムを使用して、組織がクラウド機能を迅速に構築し、新しい働き方への導入を
加速できるようにします。AWS Experience Based Acceleration (EBA) メカニズムは、実践的、俊
敏、没入型のインタラクションを使用して、チームがend-to-endのソリューションを構築し、サイ
ロを破壊し、持続可能な作業モデルを開発できるようにします。EBA セッションは、技術的なス
キルを構築するだけでなく、部門間のコラボレーションを促進し、リーダーシップのブロック要因
に対処し、意思決定を加速します。

包括的なクラウド FinOps 管理を実装する

• クラウド投資から得られる価値を最大化するには、効果的なクラウド財務管理が不可欠です。これ
には、共通の金融言語の定義、迅速な消費分析の実施、コスト最適化テクノロジーの実装、財務プ
ロセスの自動化、単位経済主導型レポートの確立が含まれます。

• FinOps のベストプラクティスを採用することで、組織はクラウド投資を最適化し、無駄を減ら
し、FinOps 戦略を進化するビジネスの優先順位に合わせることができます。 AWS エンタープラ
イズトランスフォーメーションプログラムは、組織の財務報告とガバナンスの要件に戦略的に沿っ
たbest-in-class FinOps 機能を開発するためのベストプラクティスを提供します。

トランスフォーメーションの分野をbusiness-as-usualプロセスに埋め込む

• トランスフォーメーションのビジネス成果を維持し、継続的な改善を推進するには、トランス
フォーメーションの規律を組織のbusiness-as-usualプロセスに組み込む必要があります。トラン
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スフォーメーションの分野をこれらの中核的なビジネスプロセスに統合することで、望ましい行
動、考え方、プラクティスの導入を強化し、組織文化に根付かせることができます。これにより、
変化する市場状況や顧客のニーズへの継続的なワークフォース適応が育まれ、競争的な市場シェア
のためのイノベーションが促進されます。

• AWS エンタープライズトランスフォーメーションプログラムは、証拠ベースのフレームワークと
アクセラレーターを使用して、ビジネス成果と戦略的クラウド価値を加速する組織、運用、財務の
プラクティスとプロセスを現実的に進化させ、維持します。これには、年間ビジネス計画、予算編
成、予測、パフォーマンスレビュー、リソース配分プロセスが含まれます。

実証済みのクラウドトランスフォーメーションソリューションと専門知識を活用する

• クラウドの専門知識と実証済みのソリューションを活用することで、組織はトランスフォーメー
ションのスピードを加速し、一般的な落とし穴を回避し、トランスフォーメーションの専門家の集
合的な知識と経験を活用できます。クラウドトランスフォーメーションのタイムラインは、多くの
場合、目標設定、意思決定、ポートフォリオ計画、プログラム管理、組織変更管理、コミュニケー
ション、クラウドスキル、IT とビジネスの連携など、さまざまな要因によって延長または停止さ
れます。抵抗が大きくなり、チームは古い働き方に戻り、クラウド価値の実現が遅れます。

• 開始時に強固な基盤を設定する時間を取ることで、時間とコストの両方を節約できます。プログラ
ムによるビジネス主導のフレームワークへの投資は、クラウド投資からより多くの価値を高め、目
標設定と計画のフェーズ (45%)、実装フェーズ (35%)、本番稼働後 (20%) にクラウド価値のキャ
プチャの枯渇を減らすことが証明されています。3 経験豊富な対象分野のエキスパートと協力して
作業することで、知識の移転、所有権の強化、維持の向上を実現できます。

• AWS エンタープライズトランスフォーメーションプログラムには、証拠ベースの方法論、カスタ
マイズされたプレイブック、コンテンツアーティファクト、リファレンスアーキテクチャ、および
何千ものカスタマークラウドトランスフォーメーションから学んだベストプラクティスと教訓に基
づく規範ガイダンスが含まれています。

―

1 Kevin Laczkowski、Tao Tan、Matthias " (McKinsey 記事、2019 年 10 月) による変換の成功の背後
にある数字McKinsey

2 クラウドへのレース: 長い期待値への変曲点に達する (Accenture 研究レポート、2023)

3 初日からの損失: トランスフォーメーションの成功が短くなる理由 (McKinsey & Company 調
査、2021 年 12 月）
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結論
この記事では、クラウド価値の実現に対する既知の最大の障壁に対処し、タイムラインを高速化し、
新しい運用方法への導入を改善するクラウドトランスフォーメーションプログラムを特定して実装す
る方法に関するガイダンスを提供します。以下の重要な点を確認して、独自のトランスフォーメー
ションプログラムを開発および実装します。

競争上の利点

2028 年までに、クラウドコンピューティングは、組織がイノベーションを推進し、カスタマーエク
スペリエンスを向上させ、持続可能な成長を達成するための競争上の要件として見なされるでしょ
う。クラウド機能を早期に導入できる組織は、競合企業よりも市場シェア 1 上の利点を得ることが
できます。組織が直面する最大の課題に対処するには、トランスフォーメーションプログラムが IT 
中心性を超えて、クラウドの価値を運用し、クラウドスキルの不足、IT とビジネスの不整合、導
入管理の変更に関するギャップを埋めるビジネス主導の方法論を適用する必要があります。このア
プローチを採用することで、クラウド投資価値を 6 倍、移行を 1.9 倍、コスト削減の向上、コラボ
レーションの強化、イノベーションの強化、従業員とカスタマーエクスペリエンスの向上を 2.2 倍実
現できることが示されています。2

クラウドから 1 兆ドルの EBITDA オポチュニティを取得するためのベストプラクティス

業界の見積もりでは、クラウドコンピューティングが 2030 年までにフォーチュン 500 企業のラン
レート EBITDA で 1 兆ドルを解放できることを示唆しています。3 適切なトランスフォーメーション
アプローチを採用することで、組織はこの大規模な経済的なアップサイドを公平に把握できます。明
確なビジネス目標を設定し、組織改革促進 (") 手法を適用してクラウド導入を加速し、部門横断的な
チームを連携させ、経験的学習メカニズムを使用してイノベーションと実験の文化を育み、クラウド
コスト最適化のための FinOps プラクティスを実装し、トランスフォーメーション分野を通常のビジ
ネスオペレーションに組み込み、クラウドトランスフォーメーションソリューションと専門知識を活
用する組織には利点があります。

クラウドトランスフォーメーションソリューションを使用する主な利点

実証済みのクラウドトランスフォーメーションソリューションを使用することで、組織はクラウド導
入のタイムラインを短縮し、デジタル流暢な文化を段階的に開発し、継続的なイノベーションを推進
し、新しいレベルの俊敏性、効率性、成長を実現して、デジタル経済における競争力を高めることが
できます。これらの利点は次のとおりです。

• 強力な " 手法により、変換結果が 7 倍 (米国では 8 倍) 向上しました。4
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• 移行速度を 1.9 倍高速化し、time-to-marketし、競争上の優位性を実現します。5

• クラウド財務管理と FinOps プラクティスの最適化により、コスト削減を強化しました。

• 従業員とカスタマーエクスペリエンスが 2.2 倍向上し、満足度と定着率が向上しました。6

• EBITDA の平均増加率は、テクノロジー、石油、ガス、小売、医療、保険、銀行セクターで 20% 
を超えています。7

ビジネス主導のクラウドトランスフォーメーションアプローチ

AWS エンタープライズトランスフォーメーションプログラムは、トランスフォーメーションを成功
させるための最大の障壁に積極的に対処し、4 つの主要なフェーズにまたがります。「優先順位を付
ける」、「準備と考案」、「能力と容量の構築を有効にする」、「新しい作業方法をインキュベー
ションしてスケールする」です。このプログラムは、クラウドイニシアチブを戦略的ビジネス目標と
整合させ、イノベーションと俊敏性の文化を開発し、クラウド運用を最適化し、効果的な財務プラク
ティスを確立することで、実証済みの診断ツール、方法論、経験的メカニズムを使用して、クラウド
からペース、ビジネス成果、価値を高める方法に関する知識を組織に提供します。

―

1 ガートナーは、クラウドが 2028 年にビジネスニーズになると言います (ガートナーのプレスリ
リース、2023 年 11 月）

2 Kent McMillan による組織設計の中心にあるデジタルコアから抜粋 (Accenture ブログ記事、2023 
年 9 月）

3 クラウドの兆ドルの賞品がつかまれる (McKinsey Quarterly、2021 年 2 月）

4 変更管理の成功 (Prosci)

5 Kent McMillan による組織設計の中心にあるデジタルコア (Accenture ブログ記事、2023 年 9 月) 
McMillan

6 Kent McMillan による組織設計の中心にあるデジタルコア (Accenture ブログ記事、2023 年 9 月) 
McMillan

7 クラウドの兆ドルの賞品が獲得可能 (McKinsey Quarterly、2021 年 2 月）
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リソース

AWS リソース

• AWS 組織改革促進の 6-Pointフレームワーク

• AWS Organizational Change Acceleration (") 6-Pointフレームワーク: チームを動員する

• 文化、変革、リーダーシップを通じてクラウド導入を加速する

• AWS クラウド導入フレームワーク: 人材の視点

• AWS re:Invent 2022 基調講演、Adam Selipsky (ビデオ)

その他のリソース

• 変更管理の成功 (Prosci)

• クラウドの兆ドルの賞品がつかまれる (McKinsey Quarterly、2021 年 2 月)

• 「2028 年までにクラウドがビジネスニーズになると語る」（ガートナープレスリリース、2023 
年 11 月)

• 長期的な影響に対する変換を実装する方法 (McKinsey & Company 調査、2023 年 5 月)

• Leading Change: Why Transformation Efforts Fail, by John P. Kotter (Harvard Business Review, 
January 2007)

• 初日からの損失: トランスフォーメーションの成功が短くなる理由 (McKinsey & Company 調
査、2021 年 12 月)

• Yaarit Silverstone、Sarah Bartel、Philippe Chauffard による最新のクラウドチャンピオン (IDC 
and Accenture 調査、2021 年 8 月)

• Kent McMillan による組織設計の中心にあるデジタルコア (Accenture ブログ記事、2023 年 9 月)

• Kevin Laczkowski、Tao Tan、Matthias " によって成功した変換の背後にある数字 (McKinsey 記
事、2019 年 10 月)

• クラウドへのレース: 変曲点に到達して長い期待値に達する (Accenture 研究レポート、2023)
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• AWS クラウド導入フレームワーク (AWS CAF)
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• 運用上の優秀性の柱 – AWS 優れたアーキテクチャのフレームワーク

• Amazon CloudWatch を使用したログ記録とモニタリングの設計と実装

• でのバックアップと復旧のアプローチ AWS

関連 AWS ガイド 22
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ドキュメント履歴
以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィード をサブスクライブできます。

変更 説明 日付

初版発行 — 2024 年 11 月 8 日
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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